































































なお、“overseasChinese"は歴史的に「華商型J 1"華工型J 1"華僑型J 1"華育型」という四種類として展開さ
れたとする見解があり CWangGungwu， China and the Chinese Overseas， 1991， Times Academic Press.， 
PP. 3 -21.)、また近年では現地化による国籍変更者を「華人」と称することが多い。本稿では“overseasChinese" 
の総称として「華人」という用語を使用する。但し、日本在留者に関しては「華僑」という呼称が定着しているた
め、これに倣うこととする。
































(ú"東洋史研究~ 5 -1， 1996)を参照。
5 )日本・香港関係史については、陳湛願『日本人輿香港:十九世紀見聞録』香港教育図書公司、 1995)、及び漬下武


































9 )東華三院文物館所蔵『董事局会議紀録J (1922 -23)突亥七月二十六日。































12) Ir東華致外界信件J (1923.8.14 -1923. 11. 22)東華医院・華商総会発、兆業仁翁宛書簡(葵亥八月十八日)。神
戸から香港への送還人数は伊藤論文が用いた資料では三千百五十四人となっている。
13) Ir各界来信J (1923)駐港香邑橋商会所発、東華医院宛書簡(突亥八月五日)。
14) lr東華致外界信件J (1923.8.14-1923.11. 22)東華医院発、宝泰号宛書簡(突亥八月二十三日)。
15) Ir董事局会議紀録J (1922 -23)突亥十一月二十九日。

































































23) lf'東華致外界信件j] (1923.8. 14 -1923. 11. 22)東華医院発、神戸中華会館宛書簡(突亥九月十二日)。



























25) Ir董事局会議紀録Jl (1922 -23 )葵亥八月初一日。
26) Ir各界来信Jl (1923)蘇州輪船発、東華医院宛書簡(突亥八月二十一日)。
27) Ir各界来信Jl (1923)駐港香邑橋商会所発、東華医院宛書簡(十月二十三日)。
28) Ir輩事局会議紀録Jl (1922 -23)突亥七月二十九日。なお、客桟の同業ギルドは被災華僑収容に要した賃料を二割
引とすることを決定している。被災華橋を収容していない客桟に対しては寄付簿が送付されて義損金が募られた
( Ir董事局会議紀録Jl (1922 -23)葵亥八月二十六日)。
29) Ir董事局会議紀録Jl (1922 -23)突亥八月初二日。







































































































































42)費孝通『郷土中国j] (香港三聯書店、 1991)p32 -3。
43)金耀基『中国社会与文化j] (香港:牛津大学出版社、 1993)p77 -780 
44)海の影響を強く取り込んだために、非制度的な、あるいは非組織的な組織のあり方が基礎となった世界、としてア
ジアを捉えようとする興味深い視点もある(潰下武志「環シナ海域の観点から」川勝平太編「海から見た歴史」藤
原書居、 1996年、 173頁)。
